












Facilitating the Development of Cosmic Education
Fumiko Fukuhara
　Cosmic Education is education for children that corresponds to their developmental 
stages to learn and know that all things are part of the universe and are connected 
with each other to form one whole unity. On the other hand, Education for Sustainable 
Development (ESD） promotes efforts to rethink educational programs and systems that 
currently support unsustainable societies and that require global solutions. ESD covers 
many forms of education that already exist focusing on peace, biodiversity, human 
rights, gender equality, cultural diversity, international understanding, and so on. ESD 
is quite consistent with Cosmic Education. We practiced this educational approach with 
five- to six-year-old children at Notre Dame Seishin Kindergarten during 7 days from 
February to March in 2012, and also in 2013. We tried to help them to feel, learn, and 
get interested in the elements necessary for the beginning of life and its sustainability, 
with topics including water, land, the sun, the moon, plants, animals and human being, 
through the story of “The Creation”. At first, children just watched the presentation 
silently, but gradually they talked about the topics with each other, discussed, 
found new things, expressed themselves in drawing, and developed their activities 
independently and cooperatively. We can conclude there are many topics which 
facilitate children’s communication and cooperation, and also significant meaning for 
children at this age at this time of the year. 
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界各地に広がり、今や 117 の国々に 22,000
校の Montessori School を数えるまでに
な っ た1）。 そ の 中 で、AMI（Association 
Montessori International 国際モンテッソー






























































































































































































いて、2011 年度と 2012 年度の 2 年間、2 月




















































実施日： （2011 年度）2012 年 3 月 2 日（金曜日）
　　　　 （2012 年度）2013 年 2 月 26 日（火曜日）
対象児： （2011 年度）年長ゆり組 27 名
　　　　（2012 年度）年長児のうち希望者 30 名
＜第 6 日目＞
テーマ：動物・人間
実施日： （2011 年度）2012 年 3 月 7 日（水曜日）
　　　　 （2012 年度）2013 年 2 月 28 日（木曜日）
対象児：（2011 年度）年長ゆり組 27 名
　　　　（2012 年度）年長児のうち希望者 30 名
＜第 7 日目＞
テーマ：休息・祝祭
実施日： （2011 年度）2012 年 3 月 9 日（金曜日）
　　　　 （2012 年度）2013 年 3 月 2 日（土曜日）
対象児：（2011 年度）年長ゆり組 27 名
　　　　（2012 年度）年長児希望者 30 名
（2）実践内容
第 1 日目　テーマ：光
　2012 年 2 月 23 日（木）年長ゆり組 27 名


































対象児：（2011 年度）年長ゆり組 27 名
　　　　 （2012 年度）年長児 90 名
＜第 2 日目＞
テーマ：水・川・海・空
実施日： （2011 年度）2012 年 2 月 24 日（金曜日）
　　　　 （2012 年度）2013 年 2 月 18 日（月曜日）
対象児：（2011 年度）年長ゆり組 27 名
　　　　 （2012 年度）年長児 90 名
＜第 3 日目＞
テーマ：陸・植物
実施日： （2011 年度）2012 年 2 月 27 日（月曜日）
　　　　（2012 年度）2013 年 2 月 21 日（木曜日）
対象児：（2011 年度）年長ゆり組 27 名
　　　　（2012 年度）年長児のうち希望者 30 名
＜第 4 日目＞
テーマ：太陽・月・季節
実施日： （2011 年度）2012 年 3 月 1 日（木曜日）
　　　　 （2012 年度）2013 年 2 月 25 日（月曜日）
対象児： （2011 年度）年長ゆり組 27 名












































　第 2 日目の提示も、2011 年度はゆり組
の幼児 27 名に向けて実施したのに対し、

































　2012 年 2 月 24 日（金）年長ゆり組 27 名





















































































　第 3 日目から、2012 年度は参加したい
子どもたちを対象とした自由参加の活動と
した。そのため参加は、年長全幼児 90 名


























　2012 年 3 月 1 日（木）年長ゆり組 27 名










　2012 年 2 月 27 日（月）年長ゆり組 27 名




































　2012 年 3 月 2 日（金）年長ゆり組 27 名






































活動 4−3−2（※ 2012 年度のみ）：時間
のくさりを見る　


























　2012 年 3 月 7 日（水）年長ゆり組 27 名
　2013 年 2 月 28 日（木）年長児 30 名（希望者）





























活動 6−4−2（※ 2012 年度のみ）：ウサ
ギの食べるものと食べないものを知る
 　 まず、人間のよく食べるものの中で、





















































































　2012 年 3 月 9 日（金）年長ゆり組 27 名
　2013 年 3 月 2 日（土）年長児 30 名（希望者）
活動 7−1：「子どもたちのための旧約



































































































































　しかしながら、2012 年度は 3 日目以降、
興味・関心のある児童の自由参加の形式と
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